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愛
媛
県
神
道
青
年
会

会 
長
　
十
亀
　
雅
史

新
年
度
の
御
挨
拶

　

先
ず
以
て
、
謹
ん
で
聖
寿
の
万
歳
と
皇
室
の
弥

栄
を
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
各
ご
社
頭

の
ご
隆
昌
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

常
日
頃
よ
り
、
愛
媛
県
神
道
青
年
会
に
対
し
格

別
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
戴
き
ま
し
て
、
諸
事
滞
り

な
く
遂
行
で
き
ま
す
こ
と
衷
心
よ
り
篤
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
本
年
は
終
戦
七
十
年
を
迎
え
、
天
皇
皇
后

両
陛
下
に
お
か
せ
ら
れ
ま
し
て
は
、
パ
ラ
オ
共
和

国
ペ
リ
リ
ュ
ー
島
に
行
幸
啓
遊
ば
さ
れ
、
戦
歿
者

へ
の
御
霊
の
慰
霊
と
平
和
の
祈
り
を
捧
げ
ら
れ
ま

し
た
こ
と
記
憶
に
新
し
く
、
我
々
青
年
神
職
も

「
先
ず
神
事
」の
想
い
を
改
め
て
心
新
た
に
さ
せ
て

戴
き
ま
し
た
。

巻

頭

言

　

さ
て
、
過
日
の
臨
時
総
会
に
於
き
ま
し
て
、
清

家
貞
文
前
会
長
よ
り
タ
ス
キ
を
受
け
、
新
た
に
会

長
の
職
を
仰
せ
つ
か
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
諸
先
輩
方
が
築
き
上
げ
ら
れ
脈
々
と
受
け

継
が
れ
て
い
ま
す
こ
の
青
年
会
の
基
を
崩
す
こ
と

な
く
、
役
員
一
同
心
一
つ
に
会
務
に
取
り
組
み
、
会

員
と
共
に
活
動
し
て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
期
は
、
昨
年
行
わ
れ
ま
し
た
神
青
協
創
立

六
十
五
周
年
記
念
式
典
の
中
で
、
高
円
宮
久
子
妃

殿
下
よ
り
賜
り
ま
し
た「
我
が
国
や
世
界
の
諸
問

題
・
平
和
に
つ
い
て
考
え
ら
れ
る
時
に
、
行
動
も

大
切
で
す
が
、
神
職
と
し
て
の
最
も
大
切
な
お
つ

と
め
が「
祈
り
」だ
と
い
う
こ
と
を
決
し
て
お
忘

れ
に
な
ら
な
い
よ
う
」と
の
御
言
葉
を
思
い
、
先

に
申
し
ま
し
た「
先
ず
神
事
」祈
り
を
中
心
に
各

事
業
を
執
り
行
っ
て
い
き
た
い
、
と
考
え
ま
す
。

　

各
地
で
は
様
々
な
自
然
災
害
や
、
北
方
領
土
・

竹
島
・
尖
閣
諸
島
な
ど
の
問
題
も
あ
り
、
神
青
協

で
は
祭
典
や
復
興
支
援
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
愛
媛
県
は
遠
方
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
な
か

な
か
参
加
が
出
来
て
い
な
い
現
状
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
愛
媛
の
地
で
祈
る
こ
と
は
出
来

る
と
思
い
ま
す
。
全
国
の
同
志
と
共
に
心
を
一
つ

に
す
る
為
に
も
祈
り
か
ら
様
々
発
信
で
き
た
ら
と

思
っ
て
い
ま
す
。
祈
る
為
に
は
何
が
必
要
か
、
こ

の
祈
り
か
ら
出
来
る
活
動
は
何
な
の
か
、
こ
の
よ

う
な
こ
と
も
考
え
て
い
く
中
で
、
私
が
三
期
六
年

間
役
員
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
時
々
の

会
長
が「
青
少
年
の
育
成
」「
時
局
へ
の
即
応
」「
各

事
業
へ
の
会
員
参
加
の
増
加
」を
目
標
に
掲
げ
ら

れ
活
動
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
私
は
こ
れ
ら
の
思
い

を
繋
い
で
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
今
、
政
治
に
於
い
て
は
安
倍
政
権
が
青

少
年
育
成
の
為
の
教
育
を
始
め
、
自
衛
・
拉
致
・

憲
法
改
正
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
進
め
て
い
ま

す
。
そ
の
局
面
に
ど
う
い
っ
た
形
で
青
年
会
と
し
て

活
動
が
で
き
る
の
か
、
友
好
団
体
と
の
協
力
活
動

は
何
が
出
来
る
か
、
ま
た
そ
の
活
動
は
役
員
だ
け

で
す
る
も
の
で
は
な
く
、
多
く
の
会
員
と
活
動
を

深
め
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
一
人
の
力
よ
り
多

く
の
力
が
如
何
に
大
切
か
、
多
く
の
意
見
が
如
何

に
偉
大
か
。
そ
の
為
に
も
清
家
前
会
長
が
前
期
力

を
入
れ
ら
れ
ま
し
た
会
員
参
加
の
増
加
は
あ
る
程

度
形
と
な
っ
て
表
れ
ま
し
た
が
、
今
期
は
会
員
数

が
減
少
し
て
い
く
中
で
そ
れ
を
維
持
し
、
さ
ら
に

増
や
し
て
い
く
こ
と
も
課
題
だ
と
考
え
ま
す
。

　

青
年
会
活
動
は
大
変
な
面
も
あ
り
ま
す
が
、
充

実
し
た
も
の
で
あ
り
、
何
よ
り
先
輩
方
と
の
縦
の

繋
が
り
と
同
志
と
の
横
の
繋
が
り
が
密
に
な
り
、

大
変
有
意
義
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。
是
非
と
も
共

に
語
り
、
共
に
手
を
取
り
大
き
な
輪
を
作
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

　

今
現
在
あ
る
事
業
は
当
然
で
は
あ
り
ま
す
が
、

新
た
に
必
要
と
さ
れ
る
活
動
の
い
ろ
い
ろ
な
意
見

に
対
し
、
各
部
会
長
を
中
心
に
話
し
合
い
、
役
員

会
に
諮
り
、
会
運
営
も
円
滑
に
進
め
て
参
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
今
後
も
叱
咤
激
励
は
元
よ
り
、
ご

指
導
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

  祝祭日には国旗を掲げましょう  
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総　　会

役　員　会

会　長
十　亀

理　　事

副会長
柳　原

事務局長
田　窪

総務部会
部会長　田窪
矢　野

会　　員

会員出席率の向上
総務・会計　全般
地区協周年　全般
　　　　

観月神楽
慰問神楽

三島・森田慰霊祭
参拝啓発ポスター
時局問題対応

各種研修会
若竹の発刊
ＨＰの管理
会員親睦会

他単位会との交流

会　　員

地区協 20 周年の準備 , 運営 , 完遂・総会や各種事業への出席率向上・会員間の交流を深める

会　　員

教化・渉外部会
部会長　善家
武　智
那　須

担当監事　田内

広報・親睦部会
部会長　柳原
後　藤
渡　邊
進　藤

担当監事　清家

副会長
善　家

副会長
田　窪

監　事
清　家

相談役
長曽我部

監　事
田　内

平成27～28年度 愛媛県神道青年会　組織図

愛媛県神道青年会　今期 2 年間の主題と目標

今期の主題  「祈り」
　我々神職として基本かつ最も大切なつとめである「祈り」を根幹に据え、その上で、
特に以下に掲げる３項目を重点目標にし、事業を展開して参ります。

・青少年育成の取り組み
　今を生きる我々は先人からの想い「祈り」を受け継ぎ、次世代へと繋いでいく責務があり
ます。その為には日本のこころ即ち神道精神の通じた教化活動が必要です。当会では慰問神
楽をはじめ幅広く神事を通した活動を中心に事業展開し、青少年育成に取り組んで参ります。

・時局への即応
　領土・拉致問題には被害者の一日も早い解決への「祈り」があります。それには憲法
改正は欠かせないものと考えます。このような時局への取り組みをさらに強化し、会員
で心一つとなって祈りを実現すべく時局問題に積極的に対応して参ります。

・各事業への会員参加増
　上記の「祈り」への目標を達成するためには、まずより多くの会員と共に活動することが
不可欠です。また、少子化の影響で今後会員数の減少が見込まれます。前期からの会員交
流をより活発にして意思疎通を図り、会員全員で取り組み大きな力となるよう目指します。

ご協力をお願いします。

今期のテーマは「祈り」。会員の皆様、各事業へのご参加宜しくお願い致します！



第64号 （ ）4愛媛県神道青年会　　会報　「若竹」 平成 27 年 6 月 1 日発行

会
長

　

十
亀　

雅
史 

（
ソ
ガ
メ  

マ
サ
フ
ミ
）

昭
和
五
十
年
六
月
三
十
日
生

石
鎚
神
社　

権
禰
宜

【
一
言
】

願
い
感
謝
す
る
祈
り
の
心
は
日
本
の
心
。

神
縁
人
縁
を
戴
い
て
、共
に
活
動
し
ま
し
ょ
う
！

副
会
長（
広
報
・
親
睦
部
会
長
）

　

柳
原　

永
祥 

（
ヤ
ナ
ギ
ハ
ラ 
エ
イ
シ
ョ
ウ
）

昭
和
五
十
九
年
十
月
二
十
五
日
生

嚴
島
神
社　

禰
宜

【
一
言
】

ど
ん
な
事
業
を
し
よ
う
と
も
経
験
は
あ
く
ま

で
個
人
の
も
の
。

参
加
し
て
学
ん
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

副
会
長（
教
化
・
渉
外
部
会
長
）

　

善
家　

祐
二 

（
ゼ
ン
ケ  

マ
サ
ジ
）

昭
和
五
十
二
年
三
月
八
日
生

龍
王
神
社　

権
禰
宜

【
一
言
】

行
動
力
・
情
報
発
信
・
会
員
交
流
を
前
期

以
上
に
強
化
し
て
参
り
ま
す
。

理
事（
広
報
・
親
睦
部
員
）

　

後
藤　

正
幸 

（
ゴ
ト
ウ  

マ
サ
ユ
キ
）

昭
和
五
十
七
年
七
月
二
十
六
日
生

高
忍
日
賣
神
社　

禰
宜

【
一
言
】

会
員
が
よ
り
一
丸
と
な
れ
る
よ
う
努
め
、

情
報
発
信
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

理
事（
教
化
・
渉
外
部
員
、時
局
担
当
）

　

武
智　

和
剛 

（
タ
ケ
チ  

カ
ズ
タ
カ
）

昭
和
五
十
一
年
八
月
二
十
五
日
生

德
川
神
社　

禰
宜

【
一
言
】

十
亀
新
会
長
を
支
え
、そ
し
て
会
員
と
の
繋

が
り
を
つ
く
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
！

監
事

　

清
家　

貞
文 

（
セ
イ
ケ  

サ
ダ
フ
ミ
）

昭
和
四
十
八
年
十
一
月
三
日
生

八
幡
神
社　

禰
宜

【
一
言
】

前
期
、皆
様
方
か
ら
頂
い
た
御
恩
や
感
謝
の

気
持
ち
を
忘
れ
ず
、会
に
対
し
て
物
申
し
述

べ
ま
す
。

監
事

　

田
内　

逸
知 

（
タ
ウ
チ  

ハ
ヤ
ト
モ
）

昭
和
四
十
九
年
十
一
月
二
十
六
日
生

東
雲
神
社　

宮
司

【
一
言
】

一
期
二
年
間
、
監
事
職
を
努
め
さ
せ
て
頂
く

事
と
な
り
ま
し
た
。

職
責
の
重
さ
を
受
け
留
め
、私
な
り
に
全
う

出
来
る
様
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

相
談
役

　

長
曽
我
部　

信
弥

（
チ
ョ
ウ
ソ
カ
ベ  

シ
ン
ヤ
）

昭
和
四
十
九
年
四
月
十
四
日
生

伊
豫
豆
比
古
命
神
社　

禰
宜

【
一
言
】

相
談
役
と
は
、
会
務
運
営
上
の
問
題
に
つ

い
て
適
当
な
助
言
を
行
う
事
。
及
び
横
槍

を
入
れ
な
い
事
。

理
事（
総
務
部
員
）

　

矢
野　

忠
臣 

（
ヤ
ノ  

タ
ダ
オ
ミ
）

昭
和
五
十
二
年
十
一
月
二
十
八
日
生

石
鎚
神
社　

権
禰
宜

【
一
言
】

今
期
、
総
務
部
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。「
浄
明
正
直
」の
心
を
以
て
、
精
一
杯

頑
張
り
ま
す
。

理
事（
広
報
・
親
睦
部
員
）

　

渡
邊　
　

平 

（
ワ
タ
ナ
ベ  

タ
イ
ラ
）

昭
和
五
十
年
十
二
月
二
十
四
日
生

伊
豫
豆
比
古
命
神
社　

権
禰
宜

【
一
言
】

神
青
の
活
動
を
通
じ
、
多
く
の
会
員
が
参

加
頂
け
る
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。

理
事（
教
化
・
渉
外
部
員
）

　

那
須　

重
昭 
（
ナ
ス  

シ
ゲ
ア
キ
）

昭
和
五
十
六
年
五
月
十
九
日
生

白
王
神
社　

禰
宜

【
一
言
】

ド
キ
ド
キ
の
理
事
一
年
目
。
日
々
、
勉
強
。

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

理
事（
広
報
・
親
睦
部
員
）

　

進
藤　

雄
作 

（
シ
ン
ト
ウ  

ユ
ウ
サ
ク
）

昭
和
五
十
九
年
十
月
九
日

野
坂
神
社　

宮
司

【
一
言
】

会
員
の
皆
様
に
、「
神
青
っ
て
愉
し
い
」と

思
っ
て
戴
け
る
よ
う
な
活
動
が
出
来
る
よ

う
頑
張
り
ま
す
。

副
会
長
・
事
務
局
長（
総
務
部
会
長
）

　

田
窪　

大
朗 

（
タ
ク
ボ  

ト
モ
ア
キ
）

昭
和
五
十
七
年
十
一
月
十
一
日
生

吹
揚
神
社　

禰
宜

【
一
言
】

こ
れ
に
合
わ
せ
神
青
協
四
国
地
区
次
世
代
委

員
も
拝
命
し
ま
し
た
。

大
役
で
す
の
で
ド
キ
ド
キ
し
て
ま
す
。

任
期
二
年

自　

平
成
二
十
七
年
四
月
一
日

至　

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

新
役
員
紹
介

今期もどうぞよろしくお願い申し上げます。　役員一同
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が
見
に
来
て
、

オ
フ
ァ
ー
も
し

て
く
れ
た
。

　
「
高
校
で
の

ポ
ジ
シ
ョ
ン
は

左
サ
イ
ド
バ
ッ

ク
で
し
た
。
僕

は
左
利
き
だ
っ

た
の
で
、
重
宝

さ
れ
た
ん
で
す

よ
（
笑
）」

　

左
サ
イ
ド

バ
ッ
ク
と
言
え

ば
、
愛
媛
出
身

の
長
友
佑
都
選

手
と
同
じ
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
、
攻
撃
的
デ
ィ
フ
ェ
ン

ダ
ー
（
Ｄ
Ｆ
）で
あ
る
。
高
校
時
代
に
は
、
愛
媛

県
選
抜
チ
ー
ム
候
補
に
も
入
っ
た
ほ
ど
だ
。

　

高
校
卒
業
後
は
皇
學
館
大
学
に
進
学
す
る
が
、

そ
こ
で
も
サ
ッ
カ
ー
部
に
入
る
こ
と
に
。

　
「
雅
楽
と
サ
ッ
カ
ー
で
迷
っ
て
い
た
の
で
す

が
、
寮
で
サ
ッ
カ
ー
の
ジ
ャ
ー
ジ
を
着
て
い
た
ら

『
サ
ッ
カ
ー
や
っ
て
た
の
？
』と
先
輩
か
ら
声
を
か

け
ら
れ
、
入
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。」

　

大
学
時
代
は
サ
ッ
カ
ー
部
の
キ
ャ
プ
テ
ン
も
任

さ
れ
た
ほ
ど
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
サ
ッ
カ
ー
部

の
二
年
後
輩
に
は
当
会
矢
野
理
事
が
い
て
、
共
に

プ
レ
ー
し
て
い
た
。

　

大
学
卒
業
後
は
奈
良
県
・
大
神
神
社
に
奉
職
す

る
が
、毎
年
の
大
学
Ｏ
Ｂ
戦
に
も
参
戦
し
て
い
た
。

　

ま
た
、
試
合
を
観
る
の
も
楽
し
い
と
い
う
。
こ

ん
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
て
も
ら
っ
た
。

　
「
新
婚
旅
行
で
ス
ペ
イ
ン
の
マ
ド
リ
ー
ド
へ

行
っ
た
時
の
こ
と
。
レ
ア
ル
マ
ド
リ
ー
ド
の
試
合

が
あ
る
と
聞
い
て
チ
ケ
ッ
ト
も
持
た
ず
に
ス
タ
ジ

ア
ム
ま
で
は
行
っ
た
も
の
の
、
入
れ
ず
ウ
ロ
ウ
ロ

し
て
い
ま
し
た
。
そ
う
し
た
ら
ど
こ
の
国
か
も
分

か
ら
な
い
人
が
チ
ケ
ッ
ト
を
く
れ
て
、
半
信
半
疑

な
が
ら
行
っ
て
み
る
と
、
ス
タ
ジ
ア
ム
の
中
に
入

れ
た
ん
で
す
！
目
の
前
で
ベ
ッ
カ
ム
や
ジ
ダ
ン
と

い
っ
た
ス
タ
ー
選
手
の
プ
レ
ー
を
観
る
こ
と
が
で

き
、
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。
あ
の
出
来
事
は
忘

れ
ら
れ
ま
せ
ん
。」

　

最
近
は
自
ら
プ
レ
ー
す
る
機
会
は
減
っ
た
も
の

の
、
ボ
ー
ル
に
触
る

だ
け
で
も
楽
し
い
。

　
「
蹴
っ
た
り
リ
フ

テ
ィ
ン
グ
し
た
り
…

と
に
か
く
ボ
ー
ル
に
触
っ
て
い
る
と
楽
し
い
ん
で

す
。
ま
さ
に
『
ボ
ー
ル
は
友
達
』（
キ
ャ
プ
テ
ン
翼

の
名
言
）で
す
ね
。」

　

ま
た
、
最
近
は
息
子
さ
ん
が
サ
ッ
カ
ー
を
始
め

た
そ
う
で
、
相
手
を
す
る
の
も
楽
し
い
し
、
自
ら

の
夢
を
も
託
し
て
い
る
そ
う
だ
。

　

青
年
会
員
と
の
交
流
の
輪
に
も
期
待
す
る
。

　
「
サ
ッ
カ
ー
談
議
も
た
く
さ
ん
し
た
い
で
す
ね
。

僕
は
サ
ッ
カ
ー
の
み
な
ら
ず
、
ス
ポ
ー
ツ
全
般
が

好
き
な
の
で
、
そ
こ
か
ら
会
員
の
皆
さ
ん
と
の
交

流
の
輪
も
広
げ
て
い
き
た
い
で
す
。」

　

そ
し
て
い
つ
か
会
員
同
士
で
も
サ
ッ
カ
ー
を
し

て
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
《
取
材　

後
藤　

正
幸
》

　
「
は
じ
ま
り
は
『
キ
ャ
プ
テ
ン
翼
』で
し
た
。」

　

当
時
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
に
も
な
っ
た「
キ
ャ
プ
テ
ン

翼
」が
好
き
で
、
二

人
の
お
兄
さ
ん
が

サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム

の
練
習
に
行
く
の

に
い
つ
も
つ
い
て
行
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
コ
ー
チ
か

ら「
毎
日
来
る
ん
だ
っ
た
ら
や
ら
な
い
か
」と
言
わ

れ
、
サ
ッ
カ
ー
の
世
界
に
入
っ
て
い
っ
た
と
い
う
。

　

小
学
校
か
ら
本
格
的
に
サ
ッ
カ
ー
を
始
め
、
頭

角
を
現
す
。
中
学
時
代
に
は
地
元
高
校
の
コ
ー
チ

趣 

味 

人

〜
神
青
会
員
の
オ
フ
タ
イ
ム
〜第
四
回

愛
媛
県
神
道
青
年
会  

会
長

石
鎚
神
社  
権
禰
宜　

十
亀　

雅
史
さ
ん

神
青
会
員
の
多
彩
な
趣
味
を
紹
介
す
る
こ
の

コ
ー
ナ
ー
。
今
回
紹
介
す
る
の
は
、
今
期
会

長
に
就
任
し
た
十
亀
雅
史
さ
ん
。
幼
少
期
よ

り
サ
ッ
カ
ー
一
筋
だ
っ
た
と
い
う
十
亀
会
長
。

会
長
の
「
サ
ッ
カ
ー
愛
」を
語
っ
て
も
ら
っ
た
。

「『
ボ
ー
ル
は
友
達
』と
に
か
く
ボ
ー
ル
に
触
っ
て
い
る
の
が
楽
し
い
ん
で
す
」

皇學館大学サッカー部時代。前列左から３番目が十亀会長、
後列右から５番目が矢野理事

皇
學
館
大
学
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
で
キ
メ
る
十
亀
会
長

趣味から広がる交流の輪。こだわりの趣味をお持ちの方、ご一報を！
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去
る
一
月
二
十
九
日
、
松
山
市
の
国
際
ホ
テ
ル

松
山
に
於
き
ま
し
て
新
年
研
修
会
並
び
に
新
年
互

礼
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

先
ず
、
ル
ビ
ー
の
間
で
行
わ
れ
ま
し
た
新
年
研

修
会
で
は
、
元
陸
上
自
衛
隊
所
属
で
、
松
山
市
役

所
総
合
政
策
危
機
管
理
担
当
部
長
付
き
の
上
野
惠

先
生
に
依
り
ま
す

御
講
話
を
賜
り
ま

し
た
。

　
「
大
規
模
災
害

に
備
え
る
」
と

題
さ
れ
、
近
年
の

大
災
害
で
あ
り
ま

し
た
東
日
本
大
震

災
、
ま
た
、
阪
神

淡
路
大
震
災
、
地

下
鉄
サ
リ
ン
事
件

等
、
過
去
の
大
災

害
の
実
態
と
被
災

者
の
救
援
活
動
を

通
し
て
、
平
素
か
ら
の
備
え
や
災
害
時
の
対
応
の

確
立
、
訓
練
の
大
切
さ
を
お
教
え
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

自
分
自
身
も
、
以
前
は
災
害
自
体
の
認
識
も
薄

く
、
津
波
に
於
い
て
も
日
本
以
外
の
国
で
は
テ
レ

ビ
に
映
る
大
津
波
を
見
た
事
は
あ
り
ま
す
が
、
日

本
で
は
そ
れ
も
無
く
、
安
易
に
過
ご
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
平
成
二
十
三
年
の
東
日
本
大
震
災
で
意

識
が
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

　

後
日
で
す
が
、
昔
、
東
北
地
方
で
大
き
な
地
震

が
あ
り
、
海
岸
近
く
の
境
界
線
か
ら
海
側
へ
は
家

を
建
て
て
は
い
け
な
い
と
い
う
教
訓
が
あ
っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
家
を
建
て
て
流
さ
れ
て
し
ま
っ

た
と
い
う
お
話
や
五
十
セ
ン
チ
の
津
波
が
来
る
と

足
を
取
ら
れ
て
動
け
な
く
な
る
と
い
う
お
話
も
聞

き
ま
し
た
。

　

近
年
は
、
地
震
や
津
波
だ
け
で
な
く
大
雨
に
よ

る
土
砂
災
害
や
大
雪
に
よ
る
災
害
も
よ
く
目
に
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
技
術
や
情
報
も
発
達

し
、
何
不
自
由
な
く
暮
ら
し
て
い
る
私
達
で
す

が
、
自
然
の
偉
大
さ
、
強
大
さ
を
よ
く
知
り
、
過

去
に
生
じ
た
事
例
を
生
か
し
、
地
域
一
丸
と
な
っ

て
行
動
し
、
自
然
と
も
上
手
に
付
き
合
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

研
修
会
の
後
は
、
同
ホ
テ
ル
伊
豫
の
間
に
於
き

ま
し
て
新
年
互
礼
会
が
催
さ
れ
、
愛
媛
県
神
社
庁

長
、
十
亀
興
美
様
を
始
め
、
十
二
名
の
ご
来
賓
の

皆
様
が
集
わ
れ
る
中
、
和
や
か
に
親
睦
を
深
め
ま

し
た
。

　

納
め
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
回
御
講
義
賜
り
ま

し
た
上
野
先
生
、
ご
多
忙
の
中
、
お
越
し
い
た
だ

き
ま
し
た
御
来
賓
の
先
生
方
に
深
く
感
謝
申
し
上

げ
、
御
報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。　

新
年
正
式
参
拝

新
年
研
修
会
・
互
礼
会

【
報
告
者
】

石
鎚
神
社

権
禰
宜　
　

高
岡　
　

健

額
田
宮
司
様
と
と
も
に

講
師
の
上
野
惠
先
生

十
亀
新
会
長
以
下
新
役
員
が

意
気
込
み
を
語
っ
た

十
亀
庁
長
様
始
め
多
く
の
先
輩
方

に
御
臨
席
賜
り
、
和
や
か
な
雰
囲

気
の
会
と
な
っ
た

災
害
対
策
は
神
青
で
も
大
き
な

課
題
。
出
席
者
は
熱
心
に
聞
き

入
っ
て
い
た

災害対策も神青の重要な課題の一つ。皆で学びいざという時に備えよう！
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平
成
二
十
七
年
三
月
十
七
日
～
十
八
日
の
二
日

間
、
神
道
青
年
全
国
協
議
会
中
央
研
修
会
が
、
和

歌
山
県
神
道
青
年
会
担
当
の
も
と
、
ホ
テ
ル
グ
ラ

ン
ヴ
ィ
ア
和
歌
山
に
於
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
か
ら
会
員
約
三
六
〇
名
、
当
会
か
ら
は
十
一

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
主
題
を「『
和
』の
誇
り
～
世
界
へ
と
誇

れ
日
本
の
精
神
と
伝
統
文
化
～
」と
題
し
て
三
名

の
先
生
に
ご
講
義
い
た
だ
き
、
二
日
間
に
わ
た
り

研
修
し
ま
し
た
。

　

第
一
講
で
は
、
映
像

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
和

歌
山
大
学
特
任
助
教

で
も
あ
る
サ
イ
モ
ン
・

ワ
ー
ン
先
生
に「
古
式

伝
統
捕
鯨
か
ら
見
る
和

の
文
化
と
精
神
」と
題

し
て
ご
講
義
い
た
だ
き

ま
し
た
。
サ
イ
モ
ン
先

生
は
、
日
本
の
調
査

平
成
二
十
六
年
度

　
神
道
青
年
全
国
協
議
会

　
　  
中
央
研
修
会（
和
歌
山
）

【
報
告
者
】

天
満
神
社

宮　

司　

薬
師
神　

敬
篤

捕
鯨
船
を
妨
害
す
る
シ
ー
・

シ
ェ
パ
ー
ド
を
五
週
間
取

材
。
し
か
し
放
送
さ
れ
た
映

像
は
都
合
良
く
編
集
さ
れ
た

も
の
で
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

先
生
は
、
日
本
の
捕
鯨
は
素

晴
ら
し
く
昔
よ
り
乱
獲
は
せ

ず
、
肉
骨
ま
で
捨
て
る
こ
と

な
く
利
用
し
て
お
り
、
自
然
や
動
物
の
恩
恵
を
受

け
生
活
を
し
て
い
る
日
本
の
捕
鯨
業
は
産
業
遺
産

で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。続
け
て
日
本
人
は
、

も
っ
と
自
分
た
ち
の
文
化
・
歴
史
を
知
り
、
自
信

を
持
っ
て
世
界
へ
発
信
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

指
摘
さ
れ
ま
し
た
。　

第
二
講
で
は
、
和
歌
山
県

立
和
歌
山
北
高
校
教
諭
・
体

操
部
監
督
の
田
中
章
二
先
生

に「
和
の
教
育
論
～
三
人
の

子
供
を
育
て
て
～
夢
を
あ
き

ら
め
な
い
」と
題
し
て
ご
講

義
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ロ
ン

ド
ン
五
輪
に
世
界
体
操
界
で

初
め
て
三
人
の
子
供
を
出
場
さ
せ
た
父
親
で
あ
る

田
中
先
生
は
、
子
供
の
仕
事
は「
勉
強
・
遊
び
・

社
会
性
を
学
ぶ
」の
三
つ
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
、
中

で
も
社
会
性
を
学
ば
せ
る
に
は
、
親
の
子
に
対
す

る
接
し
方
が
非
常
に
大
切
で
、
親
は
子
に
対
し
近

か
ら
ず
遠
か
ら
ず
距
離
感
を
保
ち
、
時
に
子
供
を

叱
り
し
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

　

第
三
講
で
は
、
元
海
将
・

元
海
上
自
衛
隊
幹
部
学
校
長

の
福
本
出
先
生
に「
海
を
越

え
た
握
手
～
国
家
間
の
友
情

～
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
遭
難

事
件
に
見
る
和
の
精
神
」と

題
し
て
ご
講
義
い
た
だ
き
ま

し
た
。
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号

が
台
風
で
遭
難
を
し
た
時
、
串
本
大
島
の
住
民
が

危
険
を
も
省
み
ず
遭
難
者
の
救
護
に
努
め
、
無
事

生
還
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
約
百
年
後
、イ
ラ
ン
・

イ
ラ
ク
戦
争
開
始
ま
で
後
数
時
間
と
い
う
時
に
イ

ラ
ン
に
取
り
残
さ
れ
た
日
本
人
を
自
国
の
便
に
乗

せ
救
出
、
ト
ル
コ
の
人
々
は
百
年
前
の
恩
を
忘
れ

て
い
な
か
っ
た
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
又
、
日
本

は
古
来
よ
り
和
の
精
神
が
受
け
継
が
れ
て
お
り
、

串
本
大
島
の
住
民
の
行
動
、
そ
し
て
東
日
本
大
震

災
の
時
の
行
動
に
表
れ
て
い
る
と
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。

  

今
回
の
研
修
会
を
通
じ
、
日
本
人
の
根
幹
と
も

い
う
べ
き「
和
」の

民
族
精
神
と
神
話
の

時
代
か
ら
連
綿
と
続

く
む
つ
び
和
ら
ぎ
の

文
化
、
神
職
と
し
て

こ
れ
か
ら
の
教
化
活

動
へ
と
繋
げ
て
い
け

る
よ
う
努
め
た
い
と

強
く
思
い
ま
し
た
。

（
十
九
頁
に
関
連
記
事
）

中央研修会に参加した会員

講師の先生に質問する柳原副会長

サイモン・ワーン先生

福本出先生

田中章二先生

他県での研修会も会員なら誰でも参加できます！お近くの役員にお問い合せを！
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去
る
三
月
二
十
五
日
、
今
治
市
桜
井
鎮
座
、
綱

敷
天
満
神
社
の
境
内
に
あ
る
志
々
満
保
育
園
に
て
、

第
十
七
回
慰
問
神
楽
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

当
日
は
年
長
さ
ん
が
綱
敷
天
満
神
社
に
て
卒
園

奉
告
祭
に
参
列
し
、
そ
の
後
卒
園
記
念
と
し
て
二

歳
児
以
上
の
園
児
を
交
え
、
ま
た
お
世
話
に
な
っ

た
地
域
の
方
々
も
招
待
し
て
の
慰
問
神
楽
と
な
り

ま
し
た
。

　

園
長
先
生
と
清
家
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、
ま
ず

石
鎚
神
社
巫
女
に
よ

る「
悠
久
の
舞
」を

披
露
し
、
華
麗
な
舞

に
子
ど
も
た
ち
も
見

入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

次
は「
越
殿
楽
」を

演
奏
。
思
っ
た
よ
り

も
大
き
な
音
に
少
し

び
っ
く
り
し
た
子
も

い
ま
し
た
が
、
雅
楽

の
音
色
を
初
め
て
聞

く
子
が
多
か
っ
た
よ

う
で
、
興
味
津
々
の

よ
う
で
し
た
。

　

楽
器
紹
介
に
続

き
、「
ひ
な
ま
つ
り
」

を
演
奏
し
、
園
児
は

じ
め
会
場
の
皆
様
に

も
歌
っ
て
も
ら
い
、

雅
楽
で
身
近
な
曲
に

も
触
れ
て
も
ら
え
た
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
の
ト
リ
は
、
伊
豫
神
楽
の「
大
蛇
の
舞
」で

す
。
鬼
が
出
現
し
子
ど
も
た
ち
に
近
づ
く
と
、「
怖

い
よ
～
！
」と
泣
き
叫
ぶ
子
が
続
出
。
鬼
は
威
勢
良

く
子
ど
も
た
ち
に
近
づ
き
ま
す
が
、
子
ど
も
た
ち

は
逃
げ
惑
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
こ
に
立
ち
向
か

う
子
ど
も
が
現
れ
ま
す
。
す
る
と
、
次
第
に
立
ち

向
か
う
子
ど
も
の
数
が
増
え
、
た
ち
ま
ち
鬼
が
負

か
さ
れ
る
こ
と
に
…
。
子
ど
も
た
ち
が
力
を
合
わ

せ
て「
鬼
退
治
」と
な

り
ま
し
た
。

　

会
場
内
が
大
変

盛
り
上
が
っ
た
と
こ

ろ
で
、
今
回
の
慰
問

神
楽
を
執
り
納
め
ま

し
た
。
最
後
に
子
ど

も
た
ち
か
ら「
ア
ン

コ
ー
ル
」の
声
を
も

ら
い
、
大
変
嬉
し
く

思
っ
た
次
第
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
回
の
慰
問
神
楽
開

催
に
当
た
り
大
変
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
、
志
々

満
保
育
園
菅
千
代
美
理
事
長
先
生
は
じ
め
各
先
生

方
、
ご
多
忙
中
の
と
こ
ろ
遠
方
よ
り
ご
奉
仕
戴
き

ま
し
た
伊
豫
神
楽
の
皆
様
に
は
厚
く
御
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

第
十
七
回
　
慰
問
神
楽

 
～
今
治
市 

志
々
満
保
育
園
～

【
報
告
者
】

愛
媛
県
神
道
青
年
会 

理
事

高
忍
日
賣
神
社

禰　

宜　
　

後
藤　

正
幸

石鎚神社巫女による「悠久の舞」

楽器紹介

鬼が近づくと逃げ回る子どもたち。しかし、
このあと異変が…

絵
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

慰
問
神
楽
の
後
日
、
志
々
満
保
育
園
様

よ
り
慰
問
神
楽
の
様
子
を
、
園
児
達
の
感

想
と
共
に
絵
に
し
た
た
め
た
作
品
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

悠
久
の
舞
や
雅
楽
演
奏
の
様
子
と
共

に
、「
大
蛇
の
舞
」の
鬼
が
大
き
く
中
心
に

描
か
れ
て
い
て
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

強
烈
な
印
象
で

あ
っ
た
こ
と
が
う

か
が
え
る
作
品
で

す
。

　

園
児
の
皆
様
、

素
敵
な
作
品
を
お

贈
り
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
！

志
々
満
保
育
園
児
よ
り

観月神楽への参加会員募集中！近くの役員にお気軽にお問い合せください ! !
慰問神楽・観月神楽の開催団体・神社も募集中！
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去
る
三
月
二
十
六
日
、高
知
県
に
於
き
ま
し
て
、

高
知
県
神
道
青
年
会
設
立
四
十
周
年
記
念
式
典
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

先
ず
高
知
市
消
防
局
警
防
課
、
防
災
担
当
係
長

の
和
田
清
秀
先
生
に
よ
り
ま
す「
地
域
の
た
め
に

～
災
害
時
に
お
け
る
神
社
の
役
割
と
対
応
～
」と

題
し
て
の
記
念
講
演
が
あ
り
、
将
来
、
起
こ
る
で

あ
ろ
う
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
を
踏
ま
え
て
、
過

去
に
起
こ
っ
た
南
海
地
震
や
阪
神
淡
路
大
震
災
、

東
日
本
大
震
災
等
を
通
し
て
、
自
ら
の
経
験
も
取

り
入
れ
ら
れ
な
が
ら
、
災
害
に
対
し
て
の
知
識
や

対
処
の
方
法
等
、
お
教
え
戴
き
ま
し
た
。

　

大
き
な
災
害
が
起
こ
っ
た
時
に
は
、
テ
レ
ビ
等
で

も
数
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
ま
す
が
、
一
時
経
て
ば

目
に
す
る
機
会
も
少
な
く
な
り
、
記
憶
も
薄
く
な

り
が
ち
に
な
り
ま
す
。
そ
の
中
で
、
事
前
に
自
分

が
出
来
る
事
が
何
か
、
し
っ
か
り
把
握
し
、
状
況

に
応
じ
て
動
く
事
、
ま
た
、
災
害
に
対
し
て
最
善

を
尽
く
す
為
に
も
日
頃
か
ら
の
訓
練
や
意
識
付
け

が
肝
要
で
あ
る
と
教
わ
り
ま
し
た
。
諦
め
ず
に
取

り
組
む
心
が
大
切
な
の
だ
と
改
め
て
学
び
ま
し
た
。

高
知
県
神
道
青
年
会

　 
設
立
四
十
周
年
記
念
式
典

【
報
告
者
】

石
鎚
神
社

権
禰
宜　
　

高
岡　
　

健

　

続
い
て
行
わ
れ
ま

し
た
記
念
式
典
で

は
、
物
故
会
員
に
対

し
て
の
黙
祷
を
捧
げ

た
後
、
高
知
県
神
道

青
年
会
吉
野
慶
会
長

の
式
辞
、
周
年
記
念

事
業
報
告
、
高
知
県

神
道
青
年
会
の
功
労

者
と
し
て
、
歴
代
会

長
の
表
彰
が
あ
り
、
高
知
県
神
社
庁
川
村
公
彦
庁

長
、
神
道
青
年
全
国
協
議
会
南
坊
城
光
興
会
長
よ

り
お
祝
い
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
、
高
知
県
内
は
元

よ
り
、
県
外
か
ら
も
多
数
の
参
加
者
が
集
い
、
盛

大
に
式
典
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
後
の
祝
賀
会
に
於
き
ま
し
て
も
、
高
知
県
尾

﨑
正
直
知
事
を
始
め
、
多
く
の
御
来
賓
の
皆
様
が
出

席
さ
れ
、
一
同
に
悦
び
を
共
に
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

納
め
に
、
今
回
御
講
師
で
あ
り
ま
し
た
和
田
先

生
他
、
お
世
話
を
し

て
下
さ
り
ま
し
た
高

知
県
神
道
青
年
会
設

立
四
十
周
年
記
念
事

業
実
行
委
員
会
、
ま

た
御
関
係
の
皆
様
、

当
日
、
共
に
お
過
ご

し
い
た
だ
き
ま
し
た

皆
様
方
に
感
謝
申
し

上
げ
、
御
報
告
と
致

し
ま
す
。　

式辞を述べる吉野会長

祝賀会の鏡開き。尾﨑高知県知事始め多数
御来賓の御臨席のもと、盛大に開催された

　

去
る
四
月
二
十
三
日
、
神
社
本
庁
に
て
神
道
青

年
全
国
協
議
会
第
六
十
七
回
定
例
総
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
な
ん
と
、
総
会
議
長
を
愛
媛
県
か
ら

出
し
た
い
と
神
青
協
の
長
友
会
長
か
ら
打
診
が
あ

り
、
十
亀
会
長
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
私

（
田
窪
）も
柳
原
副
会
長
の
代
理
と
し
て
出
席
し
ま

し
た
。

　

平
成
二
十
六
年
度
の
収
支
決
算
や
会
計
監
査
報

告
、
平
成
二
十
七
年

度
の
活
動
方
針
や
予

算
案
、
次
世
代
委
員

会
設
置
の
件
な
ど
が

滞
り
な
く
進
め
ら
れ

ま
し
た
。

　

今
期
の
新
役
員
も

紹
介
を
さ
れ
、
愛
媛

県
だ
け
で
な
く
神
青

協
も
役
員
改
選
で
心

機
一
転
で
し
た
。

神
道
青
年
全
国
協
議
会

　
　
第
六
十
七
回
定
例
総
会

【
報
告
者
】

愛
媛
県
神
道
青
年
会

副
会
長
・
事
務
局
長

吹
揚
神
社

禰　

宜　
　

田
窪　

大
朗

神青協総会で議長を務める当会十亀会長

神青の情報はリニューアルしたホームページをチェック（20頁を参照）
アドレスはそのまま　http://www.ehimeshinsei.net/
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去
る
二
月
二
十
三
日
か
ら
二
十
七
日
ま
で
神
道

政
治
連
盟（
以
下
神
政
連
）主
催
の
皇
居
勤
労
奉
仕

に
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。こ
れ
は
神
政
連
が
、

毎
年
、
時
局
対
策
連
絡
会
議
を
開
催
す
る
時
期
を

同
じ
く
し
て
、
神
政
連
の
五
周
年
毎
に
皇
居
勤
労

奉
仕
と
併
せ
て
開
催
し
て
お
り
、
全
国
各
県
一
名

ず
つ
、
総
勢
三
十
八
名
が
東
京
に
集
ま
り
、
日
中

は
皇
居
内
の
勤
労
奉
仕
、
夜
は
時
局
対
策
研
修
会

と
日
夜
励
み
ま
し
た
。

-----------------------------------------------------------------

　

皇
居
勤
労
奉
仕
の
は
じ
ま
り
は
終
戦
直
後
の
昭

和
二
十
年
十
一
月
ま
で
遡
り
ま
す
。
皇
居
坂
下
門

に
二
名
の
青
年
が
突
如
現
れ
ま
す
。
宮
城
県
栗
野

郡
の
青
年
団
の
メ
ン
バ
ー
二
名
が
戦
火
で
荒
れ
て

し
ま
っ
た
皇
居
外
苑
の
草
む
し
り
を
し
た
い
、
と

の
申
し
出
が
あ
り
ま
し
た
。
宮
内
省
の
許
可
を
得

て
十
二
月
八
日
、
六
十
余
名
の
奉
仕
隊
が
宮
城
県

か
ら
皇
居
に
集
ま
り
ま
し
た
。

　

と
は
い
え
当
時
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
占
領
政
策
下
、
皇

室
の
た
め
に
奉
仕
を
す
る
と
な
る
と
、
も
し
か
し

た
ら
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
捕
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
、と
い
っ

た
心
配
も
あ
り
、
ふ
る
さ
と
を
出
発
す
る
時
に
別

れ
の
水
盃
を
親
族
と
交
わ
し
た
者
ま
で
い
た
そ
う

で
す
。
ま
た
一
度
に
全
員
逮
捕
さ
れ
る
よ
り
は
、

と
奉
仕
隊
を
二
隊
に
分
け
て
、
先
ず
は
先
発
隊
を

派
遣
す
る
、
と
い
う
念
の
入
れ
よ
う
で
し
た
。

　

奉
仕
隊
の
青
年
た
ち
に
と
っ
て
は
決
死
の
覚
悟

だ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
話
を
聞
い
た
昭
和
の
陛

下
は
、
ひ
と
こ
と
話
を
し
た
い
と
、
作
業
し
て
い

る
奉
仕
隊
の
も
と
へ
向
か
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
さ
か
陛
下
に
お
目
通
り
で
き
る
と
は
つ
ゆ
に

も
思
っ
て
い
な
か
っ
た
一
同
。
陛
下
は
彼
ら
に
宮

城
の
状
況
や
列
車
の
混
雑
の
様
子
、
米
作
の
作
柄

な
ど
を
お
尋
ね
に
な
ら
れ
、
御
会
釈
は
半
時
間
ほ

ど
続
い
た
そ
う
で
す
。

　

御
会
釈
が
終
わ
り
、
陛
下
を
お
見
送
り
す
る
一

同
で
し
た
が
、
誰
か
ら
と
も
な
く「
君
が
代
」を

唄
い
は
じ
め
、
大
合
唱
と
な
り
ま
し
た
。

　

陛
下
は
思
わ
ず
歩
み
を
止
め
て
立
ち
止
ま
り
、

そ
の
歌
声
を
じ
っ
と
聞
か
れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

歌
声
は
涙
声
と
な
り
、
最
後
ま
で
唄
い
あ
げ
た
そ

う
で
す
。
こ
れ
ま
で
天
皇
陛
下
が
国
民
と
触
れ
合

う
な
ど
と
い
う
こ
と
は
、
ま
ず
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
こ
の
奉
仕
隊
と
の
交
歓
こ
そ
が
今
現
在
も
続

く
御
皇
室
と
国
民
の
間
の
ふ
れ
あ
い
の
最
初
で
あ

り
ま
し
た
。

　

そ
の
翌
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
歴
史
に
名
高
い

陛
下
の
地
方
御
巡
幸
で
も
、
こ
の
よ
う
な
ふ
れ
あ

い
が
全
国
各
地
で
行
わ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た

そ
う
で
す
。

-----------------------------------------------------------------

　

皇
居
勤
労
奉
仕
で
は
、
こ
の「
御
会
釈
」の
機

会
に
恵
ま
れ
る
か
も
し
れ
な
い
、
と
参
加
前
の
噂

で
聞
い
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
は
皇
居
で
天
皇
・

皇
后
両
陛
下
、
そ
し
て
赤
坂
御
用
地
で
皇
太
子
殿

下
か
ら
の「
御
会
釈
」の
機
会
を
賜
り
ま
し
た
。

　

皇
居
内
の
決
め
ら
れ
た
部
屋
で
各
団
体
整
列
し

て
特
別
な
空
気
の
中
で
お
待
ち
致
し
て
お
り
ま
し

た
。
そ
し
て
定
刻
。
寸
分
の
ズ
レ
も
な
く
両
陛
下

が
御
到
着
さ
れ
、
一
団
体
ず
つ「
御
会
釈
」を
賜

り
ま
し
た
。
ど
の
団
体
に
も
思
っ
て
い
た
よ
り
も

長
く
御
会
釈
さ
れ
る
に
つ
け
、
奉
仕
隊
へ
の
御
心

遣
い
を
感
じ
ま
し
た
。
結
び
に
万
歳
三
唱
を
全
員

で
奉
唱
し
て
終
了
、
雨
が
降
っ
て
い
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
皇
后
陛
下
は
わ
ざ
わ
ざ
窓
を
お
開
け
に
な

り
、
姿
が
見
え
な
く
な
る
ま
で
御
手
を
振
ら
れ
て

お
ら
れ
ま
し
た
。

　

テ
レ
ビ
で
御
声
は
拝
聴
し
て
お
り
ま
す
が
、
直

接
と
も
な
る
と
、
そ
れ
は
ま
た
格
別
な
思
い
を
致

し
ま
し
た
。
涙

が
自
然
と
流
れ

た
人
も
少
な
く

な
か
っ
た
と
記

憶
し
て
い
ま

す
。
日
本
人
で

良
か
っ
た
、
と

心
の
底
か
ら
感

じ
た
瞬
間
で
し

た
。

--------------------

　

次
の
神
政
連

主
催
の
皇
居
勤

労
奉
仕
は
五
年

後
で
す
。
是
非

参
加
出
来
る
機

会
に
恵
ま
れ
ま

す
よ
う
、
願
っ

て
お
り
ま
す
。

皇
居
勤
労
奉
仕
に
参
加
し
て

愛
媛
県
神
道
青
年
会  

監
事

八
幡
神
社

禰　

宜　
　

清
家　

貞
文

皇
居
勤
労
奉
仕
団（
皇
居
伏
見
櫓
に
て
）、

最
前
列
左
か
ら
五
人
目
が
清
家
監
事

今年は終戦 70 年。「英霊の言乃葉」を語り継ぎ、戦後レジームからの脱却を果たそう！
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平
成
二
十
六
年
度
　
会
務
報
告

四
月　
　

七
日	
平
成
二
十
五
年
度
会
計
監
査
会	

【
伊
豫
豆
比
古
命
神
社
】

	
（
清
家
会
長
以
下
四
名
出
席
）

　
　
　
　

十
日	
春
季
慰
霊
大
祭	

【
愛
媛
縣
護
國
神
社
】

	

（
清
家
会
長
参
列
）

　
　
　

十
一
日	

第
一
回
　
役
員
会	

【
和
霊
神
社
】

	

（
清
家
会
長
以
下
十
名
出
席
）

　
　

二
十
二
日	

神
道
青
年
全
国
協
議
会
創
立
六
十
五
周
年
記
念
大
会	

【
明
治
記
念
館
】

	

（
清
家
会
長
以
下
九
名
出
席
）

　
　

二
十
三
日　
　

神
道
青
年
全
国
協
議
会　

第
六
十
六
回
定
例
総
会　
　
　
　
　
【
神
社
本
庁
】

	

（
清
家
会
長
以
下
三
名
出
席
）

五
月　
　

三
日	

日
本
会
議
愛
媛
県
本
部　

憲
法
講
演
会	

【
ひ
め
ぎ
ん
ホ
ー
ル
】

	

（
清
家
会
長
出
席
）

　
　
　

十
五
日	

神
道
青
年
四
国
地
区
協
議
会　

第
一
回　

役
員
会

	

地
区
協
設
立
二
十
周
年
記
念
大
会
実
行
委
員
会	

【
高
知
県
】

	

（
清
家
会
長
以
下
四
名
出
席
）　　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

二
十
日	

宗
像
大
社
御
造
営
見
学
　
福
岡
・
山
口
研
修
旅
行	

【
福
岡
県
】

　

～
二
十
一
日	

（
清
家
会
長
以
下
七
名
出
席
）	

【
山
口
県
】

　
　
　

三
十
日	

第
二
回
　
役
員
会	

【
国
際
ホ
テ
ル
松
山
】

　
　
　
　
　
　
　
　
（
清
家
会
長
以
下
十
一
名
出
席
）

　
　
　

仝	

第
四
十
三
回
　
定
時
総
会	

【
　
仝
　
】

　
　
　
　
　
　
　
　
（
清
家
会
長
以
下
二
十
六
名
出
席
）

　
　
　

仝	

懇
親
会	
【
　
仝
　
】

	

《
十
亀
庁
長
以
下
御
来
賓
六
名
御
出
席
》

　
　
　
　
　
　
　
　
（
清
家
会
長
以
下
二
十
四
名
出
席
）

六
月　
　

一
日	

会
報「
若
竹
・
第
六
十
二
号
」発
刊

　
　
　

十
二
日	

日
本
会
議
愛
媛
県
本
部　

総
会	

【
国
際
ホ
テ
ル
松
山
】

	

（
柳
原
副
会
長
代
理
出
席
）

　
　
　

二
十
日	

第
三
回
　
役
員
会	

【
石
鎚
神
社
】

	

（
清
家
会
長
以
下
八
名
出
席
）

　
　

二
十
四
日	

愛
媛
県
神
社
庁　

定
例
協
議
員
会	

【
神
社
庁
】

	

（
清
家
会
長
出
席
）

七
月　

十
三
日　
　

会
員
研
修
会（
祭
式
）中
予	

【
伊
豫
豆
比
古
命
神
社
】

	

（
後
藤
副
会
長
以
下
十
八
名
出
席
）

　
　

二
十
三
日	

広
島
青
神
合
同
神
社
研
修
　
石
鎚
山
登
拝	

【
石
鎚
神
社
】

　

～
二
十
四
日	

（
清
家
会
長
以
下
四
名
出
席
）

　
　

二
十
九
日	

第
四
回
　
役
員
会	

【
八
幡
神
社
】

	

（
清
家
会
長
以
下
九
名
出
席
）

八
月　
　

七
日	

神
道
青
年
四
国
地
区
協
議
会

　
　
　

～
八
日	

第
二
十
回　

定
例
総
会
並
び
に
研
修
会

	

正
式
参
拝	

【
石
清
尾
八
幡
神
社
】

	

定
例
総
会	

【
高
松
国
際
ホ
テ
ル
】

	

研
修
会
瑞
穂
の
国『
米
作
り
と
祭
祀
』

	

第
一
講　

講
師　

國
學
院
大
學
教
授

	

　
　
　
　
　
　
　

茂
木　

貞
純　

先
生

	

第
二
講　

講
師　

元
香
川
大
学
教
授

	

　
　
　
　
　
　
　

吉
田　

重
幸　

先
生

	

（
清
家
会
長
以
下
七
名
出
席
）

八
月　

十
七
日	

会
員
研
修
会（
祭
式
）東
予	

【
石
鎚
神
社
】

	

（
清
家
会
長
以
下
十
四
名
出
席
）

　
　

二
十
一
日	

神
道
青
年
全
国
協
議
会　

夏
期
セ
ミ
ナ
ー	

【
神
社
本
庁
】

　

～
二
十
二
日	

『
こ
れ
か
ら
の
英
霊
顕
彰
』

	

第
一
講　
「
硫
黄
島
か
ら
考
え
る
英
霊
顕
彰
に
つ
い
て
」

	

講
師　

衆
議
院
議
員
・
総
務
大
臣

	

　
　
　

新
藤　

義
孝　

先
生

	

第
二
講　
「
後
世
に
伝
え
る
べ
き
先
人
た
ち
の
戦
い
～
英
霊
顕
彰
と
艦
内
神
社
」

	

講
師　

皇
學
館
大
学
講
師

	

　
　
　

久
野　

潤　

先
生

	

第
三
講「
靖
國
神
社
の
本
質
」

	

講
師　

靖
國
神
社　

権
宮
司

	

　
　
　

山
口　

建
史　

先
生

	

（
清
家
会
長
以
下
三
名
出
席
）

　
　

二
十
九
日	

神
道
政
治
連
盟　

時
局
講
演
会
助
勢	

【
伊
豫
豆
比
古
命
神
社
】

	

講
師　

日
本
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー
代
表
・
政
治
ア
ナ
リ
ス
ト

	

　
　
　

伊
藤　

哲
夫　

先
生

	

（
清
家
会
長
以
下
六
名
出
席
）

　
　
　

三
十
日	

会
員
研
修
会（
祭
式
）南
予	

【
三
島
神
社
】

	

（
清
家
会
長
以
下
十
七
名
出
席
）

九
月　
　

四
日	

神
道
青
年
四
国
地
区
協
議
会

	

第
十
七
回　

神
道
行
法
錬
成
会	

【
徳
島
県　

白
人
神
社
】

	

（
清
家
会
長
以
下
七
名
出
席
）

　
　
　
　

五
日	

神
道
青
年
四
国
地
区
協
議
会　

第
二
回　

役
員
会

	

地
区
協
設
立
二
十
周
年
記
念
大
会
実
行
委
員
会	

【
油
屋　

美
馬
館
】

	

（
清
家
会
長
以
下
七
名
出
席
）

　
　
　
　

六
日	

第
三
十
二
回
　
観
月
神
楽
の
夕
べ	

	
	

【
東
温
市
　
川
上
神
社
宮
司
　
野
口
　
泰
治
様
】

	

（
清
家
会
長
以
下
十
五
名
参
加
）

　
　
　

十
一
日	

和
霊
神
社
三
輪
田
泰
生
宮
司
就
任
祝
賀
会	

【
ニ
ュ
ー
兵
頭
】

	

（
清
家
会
長
出
席
）

　
　
　

十
六
日	

参
拝
啓
発
ポ
ス
タ
ー
発
送
作
業	

【
神
社
庁
】

	
（
清
家
会
長
以
下
九
名
出
席
）

	
第
五
回
　
役
員
会	

【
　
仝
　
】

	

（
清
家
会
長
以
下
九
名
出
席
）

起
　
平
成
二
十
六
年
　
四
月
　
　
一
日

至
　
平
成
二
十
七
年
　
三
月
三
十
一
日

平
成
二
十
六
年

会員各位には昨年度も各事業に御協力を賜り、厚く御礼申し上げます。
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十
七
日	

日
本
会
議
愛
媛
県
本
部
・
建
国
記
念
の
日
奉
祝
愛
媛
県
実
行
委
員
会

	

合
同
運
営
委
員
会	

【
み
ゆ
き
会
館
】

	

（
清
家
会
長
出
席
）

十
月　

二
十
日	

第
二
十
回
全
國
戰
歿
學
徒
追
悼
祭	

【
若
人
の
広
場
】

	

（
清
家
会
長
参
列
）

　
　

二
十
四
日	

第
六
回
　
役
員
会	

【
伊
豫
豆
比
古
命
神
社
】

	
（
清
家
会
長
以
下
十
名
出
席
）

	
臨
時
総
会	

【
　
仝
　
】

	
（
清
家
会
長
以
下
二
十
四
名
出
席
）

　
　

二
十
九
日	
神
道
青
年
全
国
協
議
会
創
立
六
十
五
周
年
事
業　

竹
島
之
碑
竣
工　

　
　

～
三
十
日	

日
本
海
平
安
慰
霊
祭
並
び
に
殉
職
者
慰
霊
祭	

【
島
根
県
】

	

（
清
家
会
長
参
列
）

　
　

三
十
一
日	

愛
媛
県
神
社
庁　

第
二
回　

定
例
協
議
員
会	

【
神
社
庁
】

	

（
清
家
会
長
出
席
）

十
一
月
二
十
五
日	

第
七
回
　
役
員
会	

【
愛
媛
縣
護
國
神
社
】

	

（
清
家
会
長
以
下
九
名
出
席
）

　
　
　
　

仝	

三
島
森
田
両
烈
士
追
悼
四
十
四
周
年
慰
霊
祭	

【
　
仝
　
】

	

（
後
藤
副
会
長
以
下
九
名
奉
仕　

清
家
会
長
以
下
十
八
名
参
列
）

　
　
　

二
十
七
日	

神
道
青
年
全
国
協
議
会　

臨
時
総
会	

【
神
社
本
庁
】

	

（
清
家
会
長
以
下
二
名
出
席
）

十
二
月　
　

二
日	

第
二
回
中
国
五
県
青
年
神
職
協
議
会
・
神
道
青
年
四
国
地
区
協
議
会

	

合
同
会	

【
国
際
ホ
テ
ル
松
山
】

	

（
清
家
会
長
以
下
二
十
三
名
出
席
）

　
　
　
　
　

三
日	

神
道
青
年
四
国
地
区
協
議
会　

第
三
回　

役
員
会

	

地
区
協
設
立
二
十
周
年
記
念
大
会
実
行
委
員
会	
【
伊
豫
豆
比
古
命
神
社
】

	

（
清
家
会
長
以
下
五
名
出
席
）

　
　
　
　
　

四
日	

建
国
記
念
の
日
奉
祝
愛
媛
県
実
行
委
員
会
総
会	
【
み
ゆ
き
会
館
】

	

（
清
家
会
長
出
席
）

　
　
　
　

十
六
日	

拉
致
問
題
を
考
え
る
研
修
会	
【
県
庁
】

	

（
十
亀
副
会
長
代
理
出
席
）

　
　
　

二
十
三
日	

天
皇
陛
下
の
お
誕
生
日
を
お
祝
い
す
る
集
い　

	

（
善
家
理
事
代
理
出
席
）	

【
松
山
市
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
】

一
月　
　

一
日	

会
報「
若
竹
・
第
六
十
三
号
」発
刊

　
　

二
十
九
日	

年
頭
正
式
参
拝	

【
愛
媛
縣
護
國
神
社
】

	

（
清
家
会
長
以
下
八
名
参
拝
）

　
　
　

仝	

第
八
回
　
役
員
会	

【
国
際
ホ
テ
ル
松
山
　
パ
ー
ル
の
間
】

	

（
清
家
会
長
以
下
九
名
出
席
）

　
　
　

仝	

新
年
研
修
会	

【
仝
　
ル
ビ
ー
の
間
】

	

演
題
　「
防
災
対
策
研
修
」

	

講
師
　
松
山
市
役
所
総
合
政
策
部
危
機
管
理
担
当
部
長
付

	

　
　
　
上
野
　
惠
先
生

	

《
清
家
神
社
庁
理
事
以
下
御
来
賓
四
名
御
出
席
》

	

（
清
家
会
長
以
下
二
十
二
名
出
席
）

　
　
　

仝	

新
年
互
礼
会	

【
仝
　
伊
豫
の
間
】

	

《
十
亀
庁
長
以
下
御
来
賓
十
二
名
御
出
席
》

	

（
清
家
会
長
以
下
二
十
七
名
出
席
）

　
　

三
十
一
日	

北
朝
鮮
拉
致
問
題
啓
発
パ
レ
ー
ド	

【
坊
ち
ゃ
ん
広
場
～
大
街
道
】

	

（
善
家
理
事
出
席
）

二
月　
　

九
日	

第
九
回
　
役
員
会	

【
神
社
庁
】

	

（
清
家
会
長
以
下
九
名
出
席
）

　
　
　

十
三
日	

地
区
協
設
立
二
十
周
年
記
念
大
会
実
行
委
員
会	

【
石
鎚
神
社
】

	

（
清
家
会
長
以
下
四
名
出
席
）

三
月　
　

三
日	

日
本
会
議
愛
媛
県
本
部　

運
営
委
員
会	

【
み
ゆ
き
会
館
】

	

（
清
家
会
長
出
席
）

　
　
　

十
二
日	

第
十
回
　
役
員
会	

【
伊
豫
豆
比
古
命
神
社
】

	

（
清
家
会
長
以
下
十
四
名
出
席
）

　
　
　

十
六
日	

愛
媛
縣
護
國
神
社
額
田
照
彦
宮
司
就
任
祝
賀
会	

【
全
日
空
ホ
テ
ル
】

	

（
十
亀
副
会
長
代
理
出
席
）

　
　
　

十
七
日 	

神
道
青
年
四
国
地
区
協
議
会　

臨
時
役
員
会

	

（
清
家
会
長
以
下
五
名
出
席
）	

【
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
和
歌
山
】

　
　

～
十
八
日	

神
道
青
年
全
国
協
議
会　

中
央
研
修
会	

【　

仝　

】

　
　

	

『「
和
」の
誇
り　

～
世
界
へ
と
誇
れ
日
本
の
精
神
と
伝
統
文
化
～
』

	

第
一
講　
「
古
式
伝
統
捕
鯨
か
ら
見
る
和
の
文
化
と
精
神
」

	

講
師　

映
像
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
和
歌
山
大
学
特
任
教
授

	

　
　
　

サ
イ
モ
ン
・
ワ
ー
ン　

先
生

	

第
二
講　
「
和
の
教
育
論
～
三
人
の
子
供
を
育
て
て
～
夢
を
あ
き
ら
め
な
い
」

	

講
師　

和
歌
山
県
立
和
歌
山
北
高
校
教
諭
・
体
操
部
監
督

	

　
　
　

田
中　

章
二　

先
生

	

第
三
講　
「
海
を
越
え
た
握
手
～
国
家
間
の
友
情
～

	

　
　
　
　

 

エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
遭
難
事
件
に
見
る
和
の
精
神
」

	

講
師　

元
海
将
・
元
海
上
自
衛
隊
幹
部
学
校
長

	

　
　
　

福
本　

出　

先
生

	

（
清
家
会
長
以
下
十
一
名
出
席
）

　
　

二
十
五
日	

慰
問
神
楽	

【
今
治
市
　
志
々
満
保
育
園
】

	

（
清
家
会
長
以
下
十
名
参
加
）

　
　

二
十
六
日	

高
知
県
神
道
青
年
会
設
立
四
十
周
年
記
念
式
典

	

記
念
式
典	

【
ザ　

ク
ラ
ウ
ン
パ
レ
ス
新
阪
急
高
知
】

	

記
念
講
演　
「
地
域
の
為
に
」

	

講
師　

高
知
市
消
防
局
警
防
課　

防
災
担
当
係
長

	

　
　
　

和
田　

清
秀　

先
生

	

（
清
家
会
長
以
下
八
名
出
席
）　　

四
月　
　

三
日	

会
計
監
査
会	

【
伊
豫
豆
比
古
命
神
社
】

	

（
清
家
会
長
以
下
六
名
出
席
）

　
　
　
　

皆
様
方
に
御
協
力
を
賜
り
会
務
が
遂
行
出
来
ま
し
た
事
に
深
謝
致
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
長　

清
家　

貞
文

平
成
二
十
七
年

今年度も親睦、研修会等の事業を計画中！皆様のご参加お待ちしております！
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愛媛県神道青年会　平成26年度一般会計歳入歳出決算書

愛媛県神道青年会　平成27年度一般会計歳入歳出予算書

自　平成26年４月１日　　至　平成27年３月31日

自　平成27年４月１日　　至　平成28年３月31日

歳入の部

歳入の部

歳出の部

歳出の部

項　目 本年度予算額 本年度決算額 増減（△減） 付　　　　記
１ 会 　 費 700,000 846,000 146,000 年会費・定時総会々費・会員研修会々費・新年互礼会々費
２ 助 成 金 200,000 200,000 0 愛媛県神社庁より
３ 寄 付 金 1,431,000 1,871,000 440,000 県内神職寄付金・諸事業援助金
４ 雑 収 入 329 5,000 4,671 盛塩器代
５ 繰 越 金 568,671 568,671 0 平成25年度より

歳入合計 2,900,000 3,490,671 590,671

項　目 前年度予算額 本年度予算額 増減（△減） 付　　　　記
１ 会 　 費 700,000 700,000 0 年会費・定時総会々費・新年互礼会々費
２ 助 成 金 200,000 200,000 0 愛媛県神社庁より
３ 寄 付 金 1,431,000 1,300,000 △ 131,000 県内神職寄付金
４ 雑 収 入 329 6,479 6,150 預金利子他
５ 繰 越 金 568,671 733,521 164,850 平成26年度より

歳入合計 2,900,000 2,940,000 40,000

項　目 本年度予算額 本年度決算額 増減（△減） 付　　　　記
１ 会 議 費 610,000 553,520 △ 56,480 定時総会・役員会・新年互礼会・地区協役員会・監査会他
２ 研 修 教 化 700,000 630,384 △ 69,616 観月神楽・慰問神楽・新年研修会・各種研修参加助成他
３ 事 業 費 200,000 168,480 △ 31,520 参拝啓発ポスター
４ 広 報 費 550,000 613,693 63,693 若竹62号／63号作製費及び発送費・HPリニューアル費
５ 事 務 費 120,000 86,745 △ 33,255 事務用品・寄付金其の他振替手数料
６ 備 品 費 10,000 0 △ 10,000
７ 旅 　 費 310,000 310,000 0 神青協総会・神青協役員旅費補助
８ 慶 弔 費 50,000 76,328 26,328 慶弔金・電報代
９ 分 担 費 280,000 268,000 △ 12,000 神青協及び地区協醵出金・各種友好団体年会費
10 交 通 費 50,000 50,000 0 会長手当
11 雑 支 出 10,000 0 △ 10,000
12 予 備 費 10,000 0 △ 10,000

歳出合計 2,900,000 2,757,150 △ 142,850

項　目 前年度予算額 本年度予算額 増減（△減） 付　　　　記
１ 会 議 費 610,000 650,000 40,000 定時総会・役員会・新年互礼会・地区協役員会・監査会他
２ 研 修 教 化 700,000 950,000 250,000 観月神楽・慰問神楽・新年研修会・各種研修参加助成他（福島含む）
３ 事 業 費 200,000 200,000 0 参拝啓発ポスター頒布事業
４ 広 報 費 550,000 350,000 △ 200,000 若竹64号／65号作製費及び発送費・ホームページ更新費
５ 事 務 費 120,000 120,000 0 事務用品・寄付金其の他振替手数料
６ 備 品 費 10,000 10,000 0
７ 旅 　 費 310,000 210,000 △ 100,000 神青協定時総会・神青協出向役員旅費補助
８ 慶 弔 費 50,000 80,000 30,000 慶弔金・電報代
９ 分 担 費 280,000 280,000 0 神青協及び地区協醵出金・各種友好団体年会費
10 交 通 費 50,000 50,000 0 会長手当
11 雑 支 出 10,000 10,000 0
12 予 備 費 10,000 30,000 20,000

歳出合計 2,900,000 2,940,000 40,000

単位：円

単位：円

単位：円

単位：円

平成27年4月3日
監事　三 輪 田　尋道 
監事　長曽我部　信弥

平成27年4月14日

歳入合計　￥3,490,671

歳入合計　￥2,940,000

歳出合計　￥2,757,150

歳出合計　￥2,940,000

差引残高　￥733,521

差引残高　￥0

愛媛県神道青年会　会長　清家　貞文　提出
上記の通り相違ない事を認めます。

愛媛県神道青年会役員会　提出

年会費 納めて固まる 礎に 青年会の 明日が拓ける



第64号 （ ）14愛媛県神道青年会　　会報　「若竹」 平成 27 年 6 月 1 日発行

平
成
二
十
七
年
度
　
活
動
計
画

四
月　
　

三
日	

平
成
二
十
六
年
度
会
計
監
査
会	

【
伊
豫
豆
比
古
命
神
社
】

　
　
　

十
四
日	

第
一
回
　
役
員
会	

【
吹
揚
神
社
】

　
　

二
十
三
日	
神
道
青
年
全
国
協
議
会

	
　

第
六
十
七
回
定
例
総
会	

【
神
社
本
庁
】

五
月
二
十
九
日	

第
二
回
　
役
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

第
四
十
四
回
　
定
時
総
会	

【
国
際
ホ
テ
ル
松
山
】

六
月　
　

一
日	

会
報「
若
竹
・
第
六
十
四
号
」発
刊

　
　
　
　

九
日	

神
道
青
年
四
国
地
区
協
議
会

	

　

設
立
二
十
周
年
奉
告
祭 	

【
香
川
県
神
社
庁
】

　
　
　
　

十
日	

第
一
回　

役
員
会	

【
香
川
県
】

六
月	

第
三
回
　
役
員
会                         　
　
　
　

七
月	

第
四
回
　
役
員
会

八
月　

十
一
日	

神
道
青
年
四
国
地
区
協
議
会

	

　

設
立
二
十
周
年
記
念
式
典	

【
松
山
全
日
空
ホ
テ
ル
】

　
　

二
十
六
日	

神
道
青
年
全
国
協
議
会

　

～
二
十
七
日	

平
成
二
十
七
年
度　

夏
期
セ
ミ
ナ
ー	

【
神
社
本
庁
】

九
月　
　

二
日	

神
道
青
年
四
国
地
区
協
議
会

	

　

設
立
二
十
周
年
神
道
行
法
錬
成
会	

【
高
知
県
】

　
　
　
　

三
日	

神
道
青
年
四
国
地
区
協
議
会

	

第
二
回　

役
員
会	

【
高
知
県
】

　
　
　
　

八
日	

神
道
青
年
四
国
地
区
協
議
会

　
　
　

〜
十
日　
　

設
立
二
十
周
年
記
念
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
活
動
並
び
に
被
災
地
視
察
旅
行　
　
　

		


【
福
島
県
】

九
月
下
旬	

参
拝
啓
発
ポ
ス
タ
ー
発
送
作
業	

【
愛
媛
県
神
社
庁
】

九
月
下
旬	

第
五
回
　
役
員
会	

【
愛
媛
県
神
社
庁
】

九
月	

第
三
十
三
回
　
観
月
神
楽
の
夕
べ

十
月	

第
六
回
　
役
員
会

十
一
月
二
十
五
日	

第
七
回
　
役
員
会

　
　
　

仝	

三
島
森
田
両
烈
士
追
悼
四
十
五
周
年
慰
霊
祭

【
愛
媛
縣
護
國
神
社
】　
　

十
二
月	

神
道
青
年
四
国
地
区
協
議
会

	

　

設
立
二
十
周
年
親
睦
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会	

【
徳
島
県
】

	

　

第
三
回　

役
員
会	

【
徳
島
県
】

一
月　
　

一
日	

会
報「
若
竹
・
第
六
十
五
号
」発
刊

一
月	

第
八
回
　
役
員
会	

【
国
際
ホ
テ
ル
松
山
】

一
月	

新
年
研
修
会
・
新
年
互
礼
会	

【
　
仝
　
】

二
月	

第
九
回
　
役
員
会

三
月　

十
六
日	

神
道
青
年
全
国
協
議
会

　
　

～
十
七
日	

平
成
二
十
七
年
度　

神
宮
研
修
会	

【
神
宮
】

三
月	

第
十
回
　
役
員
会

　

※（
日
時
未
定
）慰
問
神
楽　

　

※
時
局
問
題
へ
の
即
応

　

●
そ
の
他
、
役
員
会
に
て
議
案
審
議

愛媛神青公式Facebookページも開設！愛媛神青HPトップページより閲覧できます。   　いいね！ いいね！
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金
．
貳
拾
萬
圓
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殿

【
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予
】

金
．
壹
拾
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石
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十 
亀  

興 
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伍
萬
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大
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三 
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金
．
參
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社
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一
宮
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殿

金
．
貳
萬
圓
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吹
揚
神
社	

田 

窪  　

 

久　

殿

金
．
壹
萬
伍
阡
圓
也

　

今
宮
神
社	

佐
藤 

伊
都
男　

殿

金
．
壹
萬
圓
也

　

潮
早
神
社	

浅 

海  

宜 

英　

殿

　

三
島
神
社	

大 

西  

元 

宣　

殿

　

村
山
神
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榊
田 

嘉
津
雄　

殿

　

玉
生
八
幡
神
社	

 

平 

田  　

 

彰　

殿

　

伊
曽
乃
神
社	

井
上 

千
賀
司　

殿

　

嘉
母
神
社	

石
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雅
司
郎　

殿

　

周
敷
神
社	

井 

上  

初 

美　

殿

　

熊
野
神
社	

田 

邊  　

 

捷　

殿

　

荒
木
八
幡
大
神	

松 

本  

恒 

夫　

殿

　

高
尾
神
社	

玉 

井  

忠 

素　

殿

　

大
井
八
幡
大
神
社	

櫛 

部  

浄 

文　

殿

　

綾
延
神
社	

 

森　

   

正 

康　

殿

　

白
山
神
社	

大 

岡  

忠 

臣　

殿

　

萩
岡
神
社	

大 

岡  

忠 

徳　

殿

　

三
嶋
神
社	

越 

智  

静 

治　

殿

　

高
浜
八
幡
神
社	

亀 

山  

和 

麿　

殿

　

大
島
八
幡
神
社	

矢 

野  

秀 

綱　

殿

　

大
浜
八
幡
大
神
社	

桧 

垣  

壮 

次　

殿

　

姫
坂
神
社	

沼 

﨑  

守 

文　

殿

　

多
伎
神
社	

沼 

﨑  

守 

文　

殿

　

生
名
八
幡
神
社	

西 

村  

純 

子　

殿

　

別
宮
大
山
祇
神
社	

髙 

田  

康 

成　

殿

　

堀
江
神
社	

合 

田  

千 

里　

殿

　

原
八
幡
大
神
社	

矢 

野  
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陽　
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大
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社	
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佐
八
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伍
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浦
八
幡
大
神
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殿

　

八
幡
大
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潔　

殿
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良
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竹
之
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久
江　

殿

　

八
幡
宮	

合 
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正 
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濱
上
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宮 
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殿

　

橘
八
幡
大
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越  

將 

文　

殿

　

保
内
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幡
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中
島 
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殿
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天
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池  
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史　
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神
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八
幡
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意　

殿
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積
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彦　

殿

【
中
予
】

金
．
壹
拾
萬
圓
也

　

伊
豫
豆
比
古
命
神
社	

長
曽
我
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延
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．
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萬
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護
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万
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三
嶋
大
明
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原
八
幡
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熊
八
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井  
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司　
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正
八
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讓　
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忽
那
島
八
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宮  
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篤　

殿

　

勝
岡
八
幡
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社	
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智  
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子　

殿

　

高
縄
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社	

正 

岡  
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殿

　

波
賀
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宏　

殿

　

井
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日
尾
八
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三
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田 　
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八
幡
神
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野  

哲 

也　

殿

　

伊
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荷
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廣　
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日
吉
神
社	
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子
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清
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殿

　

三
嶋
大
明
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人　

殿

　

金
刀
比
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社	

大 
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二　

殿

　

客
王
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神  
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殿

　

三
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比
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命
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上  
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殿

　

高
忍
日
賣
神
社	
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藤  
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宜　

殿

金
．
伍
阡
圓
也

　

神
社
庁	

松
山
支
部
忽
那
島
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会　

殿

　

若
宮
八
幡
神
社	

三 

好  

捷 

三　

殿

平
成
二
十
六
年
度 

 

助
成
寄
付
御
芳
名

※
順
不
同
に
て
掲
載
さ
せ
て
戴
い
て
お
り
ま
す

御 

助 
成

御 

寄 

付

青年会活動に御理解戴き、過分なる御厚意を頂戴致しましたこと、
重ねて厚く御礼申し上げます。役員・会員一同
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金
刀
比
羅
神
社	

山 

下  

幸 

志　

殿

　

三
島
神
社	

高 

市  

俊 

次　

殿

　

德
威
三
嶋
宮	
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府  
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房　

殿

　

阿
沼
美
神
社	
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内  

將 

通　

殿

　

伊
曾
能
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社	

武 

市  
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幸　

殿

　

三
島
神
社	

玉 

井  
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臣　

殿

　

八
坂
神
社	

都 

築  

芳 

憲　

殿

　

新
田
神
社	

都 

築  

芳 

憲　

殿

　

立
石
神
社	

都 

築  

芳 

憲　

殿

　

新
田
八
幡
神
社	
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築  

芳 

憲　

殿

　

三
島
神
社	
武 
智  

仁 

志　

殿

　

天
満
神
社	
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智  
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保　

殿
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之
宮
三
嶋
神
社	

綿 
﨑  
祥 
子　

殿

　

天
一
稲
荷
神
社	

武 

智  
純 
二　

殿

　

當
田
八
幡
神
社	

額 

田  

照 
彦　

殿

　

八
幡
神
社	

桑 

原  

浅 

雄　

殿

　

高
家
八
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社	

 

都
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野 
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明　

殿

　

築
島
神
社	

渡 

部  

正 

巳　

殿

金
．
參
阡
圓
也

　

天
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新 

藤  
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重　

殿

　

素
鵞
神
社	

水 

地  

明 

彦　

殿

【
南
予
】

金
．
七
萬
圓
也

　

和
霊
神
社	

三
輪
田 

泰
生　

殿

金
．
參
萬
圓
也

　

神
社
庁	

宇 

和  

支 

部　

殿

　

八
幡
神
社	

常
磐
井 

守
興　

殿

金
．
貳
萬
圓
也

　

神
社
庁	

八
西
支
部
八
幡
浜
分
会　

殿

　

三
島
神
社	

 

田 

中  

清 

之　

殿

金
．
壹
萬
圓
也

　

神
社
庁	

南
宇
和
郡
支
部　

殿

　

総
社
大
明
神
社	

森 

本  

隆 

夫　

殿

　

大
元
神
社	

井 

上  

正 

博　

殿

　

三
嶋
神
社	

和 

氣  

利 

雄　

殿

　

三
島
神
社	

一 

宮  

康 

人　

殿

金
．
伍
阡
圓
也

　

諏
訪
神
社	

石 

村  　

 

聖　

殿

　

神
明
神
社	

宮 

本  

勝 

弘　

殿

　

三
島
神
社	

菊 

地  

宣 

之　

殿

　

春
日
神
社	

宮 

田  　

 

昭　

殿

　

天
満
神
社	

宮 

本  

稚 

秋　

殿

　

太
郎
大
明
神
社	

佐
々
木 

文
雄　

殿

金
．
壹
阡
圓
也

　

湯
嶋
天
神
社	

菊 

池  

國 

興　

殿

金
．
貳
萬
圓
也

　

石
鎚
神
社	

十 

亀  

興 

美　

殿

金
．
壹
萬
圓
也

	

愛
媛
県
神
社
庁　

殿

　

伊
豫
豆
比
古
命
神
社	

長
曽
我
部
延
昭　

殿

　

早
虎
神
社	

立 

野  

好 

仁　

殿

　

八
幡
神
社	

清 

家  

貞 

宏　

殿

　

伊
豫
豆
比
古
命
神
社	

長
曽
我
部
昭
一
郎　

殿

　

伊
豫
豆
比
古
命
神
社	

眞 

鍋  

豊 

孝　

殿

　

朝
日
八
幡
神
社	

田 

内  

一 

弘　

殿

金
．
貳
萬
圓
也

　

川
上
神
社	

野 
口  
泰 

治　

殿

金
．
壹
萬
圓
也

	

愛
媛
県
神
社
庁　

殿

金
．
壹
萬
圓
也

　

愛
媛
祖
國
と
靑
年
の
会	

越 

智  

敏 

雄　

殿

金
．
參
阡
圓
也

	

三 

宅  

浩 

正　

殿

	

御
縞 

こ
ず
え　

殿

金
．
貳
萬
圓
也

　

石
鎚
神
社	

十 

亀  

興 

美　

殿

　

八
幡
神
社	

清 

家  

貞 

宏　

殿

金
．
壹
萬
圓
也

	

愛
媛
県
神
社
庁　

殿

　

神
社
庁	

松 

山  

支 

部　

殿

　

嚴
島
神
社	

柳 

原  　

 

宰　

殿

　

綾
延
神
社	

森　

   

正 

康　

殿

　

伊
豫
豆
比
古
命
神
社	

長
曽
我
部
昭
一
郎　

殿

　

早
虎
神
社	

立 

野  

好 

仁　

殿

　

愛
媛
縣
護
國
神
社	

額 

田  

照 

彦　

殿

　

湊
三
嶋
大
明
神
社	

渡 

部  

定 

詔　

殿

　

周
敷
神
社	

井 

上  

初 

美　

殿

　

伊
豫
豆
比
古
命
神
社	

眞 

鍋  

豊 

孝　

殿

　

石
鎚
神
社	

十 

亀  

博 

行　

殿

　

高
忍
日
賣
神
社	

後 

藤  

正 

宜　

殿

　

櫛
玉
比
賣
命
神
社	

井 

上  

貞 

人　

殿

　

多
賀
神
社	

久 

保  

盛 

浩　

殿

　

朝
日
八
幡
神
社	

 

田 

内  

一 

弘　

殿

金
．
伍
阡
圓
也

	
 

愛
媛
県
女
子
神
職
会　

殿

御
賛
同
の
上
御
寄
付
を
賜
り
深
謝
致
し
ま
す

会 

長
　
清
家
　
貞
文

第
四
十
三
回
定
時
総
会
　
御
　
祝

新
年
互
礼
会
　
御
　
祝

第
三
十
二
回
観
月
神
楽
の
夕
べ
　
御
　
祝

三
島
森
田
両
烈
士
追
悼
四
十
四
周
年
慰
霊
祭
玉
串
料

「愛媛神青ブログ」も愛媛神青ＨＰにて公開中！
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そ
れ
行
け
！
二
足
の
わ
ら
じ

兼
職
会
員
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

︱
本
日
は
愛
媛
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
本
社
に
来
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
玉
井
さ
ん
は
こ
ち
ら
で
ど
の
よ

う
な
業
務
を
さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
？

玉
井　

手
続
き
や
の
料
金
の
請
求
と
い
っ
た
事
務

を
は
じ
め
、
問
い
合
わ
せ
や
ク
レ
ー
ム
な
ど
の
応

対
も
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
最
近
は
「
ケ
ー
ブ
ル

モ
バ
イ
ル
」と
い
う
格
安
ス
マ
ホ
サ
ー
ビ
ス
を
開

始
し
て
お
り
、
そ
ち
ら
に
も
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

︱
ス
マ
ホ
も
取
り
扱
っ
て
い
る
の
で
す
ね
！
と
こ

ろ
で
、
こ
ち
ら
に
就
職
し
た
理
由
は
何
で
す
か
？

玉
井　

國
學
院
大
學
卒
業
後
は
実
家
の
神
社
と
兼
職

で
き
る
よ
う
に
し
た
か
っ
た
の
で
、
松
山
で
就
職
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
放
送
・
制
作
に

興
味
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
本
社
が
松
山
に
あ
る
当

社
の
入
社
試
験
を
受
け
て
、
入
社
し
ま
し
た
。

︱
そ
う
だ
っ
た
の
で
す
ね
。
普
段
の
勤
務
日
や
時

間
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？
ま
た
、
神
職
と
の
時
間

の
や
り
く
り
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
ま
す
か
？

玉
井　

以
前
は
基
本
的
に
平
日
と
隔
週
土
曜
勤
務

で
し
た
が
、
最
近
は
出
勤
日
や
時
間
が
一
定
で
は
あ

日
招
八
幡
大
神
社（
松
山
市
）

禰
宜　
　

玉
井　

正
祥
さ
ん

職
種　
　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

　
　
　
　

事
務
・
顧
客
応
対

File.04

り
ま
せ
ん
。
神
職
と
し
て
の
奉
仕
は
、
以
前
は
神

社
の
大
祭
等
の
時
く
ら
い
で
し
た
が
、
近
年
は
有
給

休
暇
を
と
っ
た
り
、
会
社
も
休
暇
の
融
通
を
き
か
せ

た
り
し
て
く
れ
ま
す
の
で
、
ご
祈
祷
や
出
張
祭
等
も

徐
々
に
で
す
が
奉
仕
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

︱
職
場
の
方
か
ら
神
職
と
し
て
聞
か
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
か
？

玉
井　

は
い
、
安
産
や
厄
除
け
の
お
祓
い
や
古
神

札
の
納
め
方
等
、
様
々
な
質
問
を
受
け
ま
す
。
そ

れ
で
神
社
に
足
を
運
ん
で
く
れ
た
人
も
い
ま
す
。

取
引
先
の
方
と
も
「
神
主
さ
ん
で
す
か
！
」と
い

う
と
こ
ろ
か
ら
話
が
弾
む
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
社
内
に
神
棚
を
祀
る
際
も
相
談
を
受
け
、
そ

の
後
神
棚
が
奉
斎
さ
れ
ま
し
た
。
様
々
な
質
問
を

受
け
る
の
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
神
道
や
神
社
の
こ

と
を
知
ら
な
い
方
も
多
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

︱
立
派
な
教
化
活
動
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す

ね
。
神
職
の
立
場
か
ら
見
て
、
こ
の
仕
事
に
就
い

て
良
か
っ
た
点
は
何

で
す
か
？

玉
井　

ま
ず
、
職
場

が
奉
務
神
社
の
あ
る

地
元
で
す
の
で
、
安

心
し
ま
す
。
地
方
で

の
就
職
が
難
し
い

中
、
働
か
せ
て
い
た

だ
い
て
い
る
こ
と
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
様
々
な
方
に

応
対
を
し
ま
す
の

で
、
相
手
の
方
と
の

接
し
方
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
、
相
手
へ
の

伝
え
方
を
考
え
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
神
職
と
し
て
も

氏
子
さ
ん
や
参
拝
者

の
方
と
接
す
る
機
会

が
多
い
の
で
、
大
変
参
考
に
な
っ
て
い
ま
す
。

︱
な
る
ほ
ど
、
御
社
頭
で
も
役
立
っ
て
い
る
の
で

す
ね
。

玉
井　

は
い
、
ち
ょ
う
ど
当
神
社
で
は
、
五
月
九

日
の
竣
功
祭
を
以
て
社
殿
再
建
事
業
が
一
段
落
し

ま
す
。
氏
子
さ
ん
も
大
変
盛
り
上
が
っ
て
い
て
、

当
神
社
で
伝
わ
る
日
招
太
鼓
、
獅
子
舞
の
会
も
で

き
ま
し
た
。
今
後
は
神
社
を
通
し
て
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
広
げ
、
お
世
話
い
た
だ
く
皆
様
の
世
代
も

幅
広
く
な
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
会
員
の
皆
様
も
、
お
近
く
に
来
ら
れ
た
際

に
は
当
神
社
に
ど
う
ぞ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

︱
御
社
殿
の
竣
功
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
益
々
社
務
に
も
力
が
入
り
ま
す
ね
。
御

社
頭
の
益
々
の
御
隆
昌
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

《
取
材　

後
藤　

正
幸
》

愛媛CATVオープンスタジオの
103インチモニタ前にて

竣功したばかりの御社殿で奉務に励む

「二足のわらじ」に取り上げて欲しい兼職の会員の方、只今募集中です。
男女不問、自薦・他薦問いません！情報をお寄せください。
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一
昨
年
度
よ
り
、
会
員
の
皆
様
に
は
連
絡
担
当
役

員
を
設
置
し
、
各
事
業
を
よ
り
ご
理
解
い
た
だ
く
為

に
も
、
電
話
等
に
お
い
て
各
種
行
事
案
内
や
出
欠
確

認
等
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

前
期
に
お
い
て
は
、
会
員
各
位
の
ご
協
力
を
賜

り
、
各
事
業
へ
ご
出
席
い
た
だ
け
る
方
も
増
加
す
る

こ
と
が
で
き
、
役
員
一
同
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
引
き
続
き
御
案
内
等
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
が
、
こ
の
度
役
員
改
選
に
伴
い
、
四
月
よ

り
皆
様
の
連
絡
担
当
役
員
を
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
何
卒
ご
理
解
・
ご
協
力
の
程
、
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
メ
ー
ル
で
行
事
の
詳
細
な
案
内
を
お
送
り

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を

お
知
ら
せ
い
た
だ
い
て
い
な
い
方
は
、
担
当
役
員
ま

で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

定
時
総
会
、
臨
時
総
会
、
新
年
互
礼
会
等
、
以
前

よ
り
郵
送
に
て
御
案
内
し
て
い
る
も
の
に
つ
き
ま
し

て
は
、
今
後
と
も
同
様
に
御
案
内
致
し
ま
す
の
で
、

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
会
員
皆
様
の
奮
っ
て
の
ご
参
加
、
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
！
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
役
員
一
同

　

神
道
青
年
四
国
地
区
協
議
会
は
、設
立
以
来
二
十

周
年
の
佳
節
を
迎
え
、
今
年
度
は
下
記
の
通
り
各
記

念
事
業
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

八
月
十
一
日
（
火
）
に
は
第
二
十
一
回
定
例
総
会

と
共
に
、
設
立
二
十
周
年
記
念
式
典
が
愛
媛
県
担

当
に
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

正
式
参
拝
、
総
会
、
記
念
式
典
の
他
、
愛
媛
大
学

法
文
学
部
総
合
政
策
学
科
・
米
田
誠
司
先
生
に
よ

る
記
念
講
演
等
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

全
国
か
ら
の
御
来
賓
の
方
を
始
め
、
四
国
内
の
同

志
の
皆
様
を
お
迎
え
し
、
懇
親
を
深
め
ら
れ
る
絶
好

の
機
会
で
す
。

　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
会
員
の
皆
様
に
は
あ
ら

た
め
て
ご
案
内
致
し
ま
す
。

　

八
月
十
一
日
（
火
）
は
万
障
お
繰
り
合
わ
せ
の
上

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
宜
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

こ
の
他
、
周
年
の
各
事
業
が
下
記
の
通
り
行
わ
れ

ま
す
の
で
、ご
参
照
の
上
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

な
お
、
詳
細
等
は
Ｈ
Ｐ
等
に
お
い
て
も
お
知
ら
せ
し

て
参
り
ま
す
。

神
道
青
年
四
国
地
区
協
議
会 

行
事
案
内

記
念
式
典
は
八
月
十
一
日

　

愛
媛
県
に
て
開
催

　
　

会
員
皆
様
の
ご
参
加
を
！

会
員
の
皆
様
へ
の

　
　

連
絡
・
御
案
内
に
つ
い
て

今
年
度
は
設
立
二
十
周
年
各
記
念
行
事
が
開
催
さ
れ
ま
す

神
道
青
年
四
国
地
区
協
議
会

　

設
立
二
十
周
年
記
念
事
業
案
内

○
設
立
二
十
周
年
奉
告
祭

　

平
成
二
十
七
年
六
月
九
日
（
火
・
友
引
）

　

於　
　

香
川
県
神
社
庁　

神
殿

○
第
二
十
一
回
定
例
総
会
並
び
に

　
設
立
二
十
周
年
記
念
式
典

　

平
成
二
十
七
年
八
月
十
一
日
（
火
・
友
引
）

【
正
式
参
拝
】
於　

愛
媛
縣
護
國
神
社

【
総

会
】
於　

み
ゆ
き
会
館  

（
予
定
）

【
記
念
式
典
】
於　
松
山
全
日
空
ホ
テ
ル（
予
定
）

○
設
立
二
十
周
年
記
念
事
業

　
第
十
八
回
神
道
行
法
錬
成
会
及
び
懇
親
会

　

平
成
二
十
七
年
九
月
二
日
（
水
・
友
引
）

　

於　
　

八
幡
宮
（
高
知
県
香
南
市
）

○
設
立
二
十
周
年
記
念
事
業

　
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
活
動

　
並
び
に
被
災
地
視
察
旅
行

　

平
成
二
十
七
年
九
月
八
日
（
火
）～
十
日（
木
）

　

於　
　

福
島
県
内
被
災
神
社

　

目
的　

境
内
整
備
・
清
掃
作
業
等

神道青年四国地区協議会設立20周年記念式典は愛媛開催。
「おもてなし」の心を大切にし、県外からの皆様をお迎えしましょう。
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定
時
総
会
に
於
い
て
、
会
則
に
よ
り
卒
会
の
年
を

迎
え
ら
れ
ま
し
た
先
輩
方
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

和
霊
神
社　

権
禰
宜
（
元　

副
会
長
）

　
三
輪
田
　
尋
　
道
　
様

伊
豫
豆
比
古
命
神
社　

権
禰
宜
（
元　

副
会
長
）

　
後
　
藤
　
雅
　
彦
　
様

八
幡
神
社　

禰
宜
（
元　

理
事
）

　
常
磐
井
　
守
　
道
　
様

大
亀
八
幡
大
神
社　

宮
司
（
元　

理
事
）

　
矢
　
野
　
泰
　
三
　
様

熊
野
神
社　

禰
宜　

田
　
邊
　
宗
　
興
　
様

日
尾
八
幡
神
社　

宮
司

　
三
輪
田
　
　
　
純
　
様

諸
山
積
神
社　

宮
司

　
武
　
智
　
佳
　
子
　
様

賀
茂
神
社　

禰
宜　

三
　
好
　
真
　
穂
　
様

　

永
年
に
亘
り
当
会
の
活
動
に
ご
尽
力
賜
り
ま
し

て
誠
に
有
り
難
う
御
座
い
ま
し
た
。
会
員
一
同
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
も
尚
一
層
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
益
々
の
ご
活

躍
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
二
十
七
年
度
神
道
青
年
全
国
協
議
会
夏
期

セ
ミ
ナ
ー
が
左
記
の
日
時
に
執
り
行
わ
れ
ま
す
。

【
日
時
】

　

平
成
二
十
七
年
八
月
二
十
六
日（
水
・
先
勝
）

　
　
　
　
　
　
　

八
月
二
十
七
日（
木
・
友
引
）

【
会
場
】神
社
本
庁

【
日
時
】

　

平
成
二
十
八
年
三
月
十
六
日（
水
・
先
負
）

　
　
　
　
　
　
　

三
月
十
七
日（
木
・
仏
滅
）

【
会
場
】神
宮

　

例
年「
中
央
研
修
会
」で
行
わ
れ
て
い
る
研
修
会

で
す
が
、
平
成
二
十
七
年
度
は
会
場
が
神
宮
と
な

る
た
め
、「
神
宮
研
修
会
」と
し
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
「
夏
期
セ
ミ
ナ
ー
」「
神
宮
研
修
会
」共
に
、
全

国
の
同
志
と
出
会
い
、
著
名
な
先
生
方
の
貴
重
な

お
話
が
拝
聴
で
き
る
ま
た
と
な
い
機
会
で
す
。

　

詳
細
は
後
日
改
め
て
Ｈ
Ｐ
等
で
御
案
内
致
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

三
月
に
開
か
れ
た
和
歌
山
で
の
中
央
研
修

会
に
出
席
す
べ
く
、
愛
媛
神
青
一
行
は
前
夜

東
予
港
か
ら
フ
ェ
リ
ー
で
大
阪
へ
向
け
出
発
。

し
か
し
、
大
変
な
濃
霧
に
見
舞
わ
れ
、
船
は

途
中
で
引
き
返
す
事
に
。
翌
朝
四
国
に
戻
っ

た
一
行
は
、
急
遽
Ｊ
Ｒ（
何
故
か
ア
ン
パ
ン
マ

ン
席
）で
和
歌
山
へ
向
か
う
こ
と
に
。
ほ
ん
の

少
し
遅
れ
ま
し
た
が
、
何
と
か
無
事
到
着
。

大
変
思
い
出
深
い
旅
路
と
な
り
ま
し
た

今
号
の
思
ひ
出
シ
ョ
ッ
ト
!!

青
年
会
御
卒
業

神
道
青
年
全
国
協
議
会

　
　
　
研
修
会
の
御
案
内

夏
期
セ
ミ
ナ
ー
御
案
内

神
宮
研
修
会
御
案
内

(^ ;̂)

先輩方の益々の御活躍を心より御祈念申し上げます。
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愛媛県神道青年会

愛媛県神道青年会公式ホームページ

リニューアルオープン!!
　愛媛県神道青年会公式ホーム
ページがこのほどリニューアル
オープン致しました！
　新しいホームページでは、再
発足から現在までの活動を幅広
く網羅。会報「若竹」のバック
ナンバーも全て閲覧できるよう
になっています。
　また、愛媛神青再発足四十周
年記念冊子「愛媛の神々」で取り
上げた、神社本庁と包括関係の
ない地域のお社を、市町ごとに
検索できるようになっています。

　さらに新ＨＰの“目玉”として、「知っておき
たい神道知識」のページをご紹介します。こちら
では、神道全般についての疑問にお答えするペー
ジとともに、「愛媛の伝統芸能」、「愛媛の神社
豆知識」のページを用意し、県内の神社や伝統芸
能をわかりやすく網羅しています。一般の方のみ
ならず神職の方にもご活用いただける内容となっ
ています。
　活動のお知らせや報告ももちろん充実させて
おり、トップページに「Google カレンダー」
を配置し、カレンダー形式で神青の活動予定を
チェックできます。活動報告も、ブログはトップ
ページに配置して最新記事をチェックしやすく
しています。

　最新情報については、今回のリニューアルに合わせ
て、愛媛県神道青年会公式 Facebook も開設していま
す。ＨＰのトップページからも閲覧でき、Facebook
利用者はもちろん、未登録の方も記事を閲覧できま
す。Facebook ユーザーの方は、ページの「いいね！」
を押すと最新記事を随時入手できますので、ぜひ「い
いね！」ボタンを押してください。投稿は随時行って
いきますので、ぜひ Facebook もご覧ください！　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
愛
媛
神
青
Ｈ
Ｐ
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ

「
知
っ
て
お
き
た
い
神
道
知
識
」の
ペ
ー
ジ

愛
媛
神
青
公
式
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ

ホームページアドレス　http://www.ehimeshinsei.net/　　


